







































































































看護婦 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目
Ns4 2．8x102 8、0×103 1。8×103 nt nt
闘s了 4．8×103 1．0×103 6．8x103 nt nt
腿s9 6，0×105 1．5×103 ud nt nt
Ns13 1．3×102 1．5×102 ud ud ud
nt：not　tested，　　ud：undetectab　I　e
もMR　S　Aを保有しており，しばしば，内因性感染や交
差感染のリザーバーとなることが指摘されている2）．私
たち看護婦もMR　S　A感染患者の看護ケアにより，鼻前
庭MR　S　A保菌者となる可能性があり，一般に看護婦の
鼻腔MR　S　A保菌率は，3～！0％と報告されている3）．
　私たちが勤務する病棟は，呼吸器内科病棟であり，喀
疫による飛沫感染により，看護婦のMR　S　A保菌者も高
いのではないか，慢性気道感染感者や入工呼吸管理患者
あるいは悪性疾患患者，ステロイド長期使用患者など易
感染者の看護ケアに際し，私たち自身が交差感染の媒体
となる可能性があるのではないかと思い，本調査を行っ
た．
　看護婦の鼻腔MR　S　A保菌者の大部分は一過i生保菌者
であるので，正確な保菌調査のためには複数回検査する
必要がある．今回の調査では，採取手技のバラツキを防
ぐために，著者のうちの2名がすべての対象者から3～
5回の検体採取を行ったが，MR　S　Aは全く検出されな
かった、当病棟では「MR　S　A感染予防対策マニュアル」
にもとづき，MR　S　A感染者は原則として個室管理とし，
入室時にはガウンテクニック，スリッパのはきかえ，必
要に応じマスク，手袋を着用し，また，退室時には備え
付けのウエルパス（02％塩化ベンザルコニウムと83％
エタノールの合剤）で，手指消毒を行っている．
　私たちはこれまで，病棟内のMR　SA汚染調査ヰやナー
スシューズおよび隔離病室用のスリッパのMR　S　A汚染
調査5）などを行っている．感染防止に対する看護婦の意
識も高く，この感染防止マニュァルは比較的よく守られ
ており，このことが鼻腔からのMR　S　A検出率0％とい
う結果につながったものと思われる．
　M　S　S　Aは全検体の16，1％，看護婦の23．5％から検出
されたが，これは諸家の報告とほぼ同じである．生方6）
は，5回連続して検査した看護婦および看護助手216名
中，5回とも検出されたのはMR　S　Aが1名（0．5％），
MSSAが6名（2．8％）で，少なくとも1回以上検出
されたのは，MRSAが23名（10．6％），MSSAが50
名（23．1％）と報告している．布施71も，326名の病院
職員の鼻腔内保菌状況を経時的に6回追跡調査を行い，
6回共MR　S　Aが検出されたのは1名のみで，43名の陽
性者のうち28名（65％）は1回のみ陽性であり，MS　S
Aについても，66名の陽性者のうち46名（70％）は1回
のみ陽性であったと報告している．このように諸家の報
告では，1回のみの一過性保菌者が多いが，私たちの調
査では，4名の陽性者の中で1回のみ陽性者はなく，3
回の検査で3回とも陽性が2名，2回陽性が1名，5回
の検査で2回陽性が1名であった．ブドウ球菌の持続感
染には，特定のH　L　A遺伝子が関連しているともいわれ
ているが8），今回のMS　S　A陽性者については，MR　S
A保菌者とならないように感染防止対策にはとくに注意
する必要があると思われた，
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